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11 月は「人材開発促進月間」です 

～「ハロートレーニング（公的職業訓練）周知用ポスター」（京都局独自作成）～ 

 

 

京都労働局（局長 髙井吉昭）では、本年 3 月に決定された「働き方改革実行計画」において、

女性のリカレント教育など個人の学び直しへの支援や職業訓練の充実などの推進が盛り込まれる

とともに、本年 6 月に閣議決定された「未来投資戦略２０１７」においては、個々の働き手の能力・

スキルの向上が急務とされるなど、人材開発施策の推進に対する期待がますます高まっています。 

このことから 11 月を「人材開発促進月間」（本年度から「職業能力開発促進月間」から改称）、

同月 10 日を「技能の日」として、人材開発行政に係る諸行事や広報活動の展開を通じて、職業能

力の開発・向上の促進及び技能の振興を目指すこととしています。 

また、京都芸術高等学校にデザインを依頼し、京都局独自の「ハロートレーニング（公的職業訓

練）ポスター」を作成し、周知のさらなる強化を図ることとしています。 

なお、概要は、下記のとおりです。 

 
記 

 

１ 実施期間 

 （１）人材開発促進月間  平成 29 年 11 月１日(水)から 11 月 30 日(木)まで 

 （２）技能の日  平成 29 年 11 月 10 日（金） 

 

２ 取組内容 

 （１）「京都ものづくりフェア２０１７」の開催 （京都ものづくりフェア実行委員会）  

・平成 29年 11 月 11 日（土）・12 日（日） 京都府総合見本市会館 

フェアでは、京都府知事、京都市長、京都府職業能力開発協会長から職業訓練功労者、技

能検定功労者等の表彰が行われるほか、職業能力開発施設等の作品展示や団体等による実

演・体験ブースが設置されます。 

（２）広報活動の展開 

・京都局独自の「ハロートレーニング（公的職業訓練）ポスター」を作成 

京都芸術高等学校にデザインを依頼し、14 作品から 1作品を選定のうえ、本年 10月に厚

生労働省において決定された「ハロトレロゴマーク」等を配し作成します。完成後は、ハ

ローワークのほか自治体関係施設、職業訓練実施機関、駅、バス停、スーパーマーケット

などへの掲示を予定しており、広く府民に対して「ハローワークトレーニング（公的職業

訓練）」の周知を図ります。 
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 （３）その他の取組 

【労働局における対応】 

   ・10 月 26 日（木）に開催した京都府地域訓練協議会において、経済団体等へ人

材育成支援策の活用促進の要請、周知を行いました。 

   ・労働局主催により毎月開催している「ハロトレ説明会」において、人材育成の

周知を図っています。 

【ハローワークにおける対応】 

   ・ハローワークの求人部門など事業主が訪れる窓口や事業所訪問時に人材育成支

援事業のリーフを活用し、周知・啓発に努めています。 

   ・各訓練実施機関の見学に業務担当職員等を派遣し、その内容を求職者にフィー

ドバックし、的確な訓練への誘導に努めています。 

【自治体との連携】 

   ・京都府で実施する「京都ものづくりフェア２０１７」に当局幹部が出席してい

ます。 

   ・各自治体広報誌に「ハロートレーニング」の広報記事を掲載。 

   ・京都府、（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構京都支部と連携し、各機関の

ホームページに人材育成支援策等のリーフレットを掲載するなど、広報活動の

連携を図っています。 

 



 


